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　　　　　成人型 ア トピー

性皮膚炎に対す る漢方清熱剤の 効果

富山医科薬科大学皮膚科学教室

○関　太輔、 井田　充 、 小沼博義、豊田雅彦 、 諸橋正昭

　【緒言】ア トピー
性皮膚炎は「 般に乳幼児期に発症し、 増悪と寛解を繰り返 しながら慢性に

経過する谿 台性皮膚疾患である。 本症の特長のひとつ として 、 年齢によ る症状の 変化が り、

乳幼児期 、 学童期、思春期および成人期によ り特徴的な臨床像を呈す。 最近では思春期に発

症 して成人型 に移行するものや、成人期発症例なども増加傾向にある。 思春期以 降に見られ

る成人型ア トピー
性皮膚炎で は皮疹が広範囲に分布 し、特に顔面や頸部では紅斑や落屑が強

く、 顔面紅皮症型と表現されることもあ り、種々の治療に抵抗することが多い 。 われわれは

成人型ア トピー性皮膚炎に対 し、 清熱剤である白虎加人参湯あるいは治頭瘡一方を用い た漢

方内服療法を併用 し、良好な コ ン トロ ール を得ているの で報告する。

【対象および方法】当科外来通院中の患者の うち、成人型ア トピー
性皮膚炎と診断された患

者22人を対象とした 。 成人型ア トピー性皮膚炎の診断は皮疹の分布 、 特に 顔面および頸部の

特徴的な紅斑をもとに行なっ た。 基本的には白虎加人参湯を第 1選択と し、投与 2 週後にも

効果が認められない場合には治頭瘡一方に変更 した 。 ただ し湿潤傾向の 強い症例では治頭瘡
一方を第 1選択とした 。 漢方薬は患者の希望によりエ キス剤または煎液を用いたが 、

エ キス

剤の場合は通常量の倍量投与とした。 併用薬剤は原則 と して非ス テ D イ ド外用剤を用 い、不

十分な場合に限 りvveakに属すス テ 囗 イ ド外用剤を一時的に併用した。 また 痙痒の激 しい症例

では短期間抗ア レルギー剤の内服を併用した 。 原則と して 2週毎に紅斑、丘疹、 落屑などの

皮疹の状態および 療痒感や皮膚の乾燥状態を観察 し、 併用薬剤や投与期間を総合して有用性

を 宥 用
’

、　
’
や や有尉

’
、　

“
なし

”
の 3段階で評価 した。

【結果】多 くの症例で は治療開始 2週後より臨床症冨犬の 改善が見られ 、 総合判定によ る有用

性では、
’
有用

”
12例、

‘」

やや有用
”

6例、
」L
な じ　4例であ っ た。 前医において ステ ロ イ

ド外用剤の処方を受けて い た患者で は効果発現まで の 期間が長 い傾向があ っ た 。 副作用は認

められなか っ た。

【考案】ア トピー性皮膚炎、 特にその 成人型 は谿 台性で 、 しかも皮疹が顔面や頸部に好発す

るため、ともするとス テ ロ イ ド外用剤の連用によ り、 酒皷様皮膚炎などの副作用を併発 しや

すい 。 白虎加人参湯あるいは治頭瘡
一
方を用 いた漢方内服療法は、多くの場合非ス テ 囗 イ ド

外用剤の みで ⊇ ン トロ
ー

ルできるため、副作用もなく優れた併用療法であると考えられた。
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